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11 第4回 グローバルCOE共 催シンポジウム

トランスナシ ョナル な心 ・人 ・社会
Kyoto University and Keio University Hosted a Joint Symposium on
"T

ransnational Mind, Human, and Society"
開催 日 2011年1月9日

企 画 慶應 義塾大学 「論理と感性の先端的教育研究拠点」、京都大学 「心が活きる教育のための国際的拠点」

講演者  子安増生 、赤上裕幸 、杉本均 、内田由 紀子 （京都大学)、 佐治信郎、濱 雄亮、杉浦章介、

山本淳一(慶應 義塾大学)

 2011年1月9日 、 京都 大 学吉 田キ ャンパ ス百周 年時計 台記念

館 にて 、「第4回 京都 大 学一慶應 義 塾 大学 グロ ーバ ルCOE共

催 シ ンポ シウム トランスナ シ ョナル な心 ・人 ・社 会」 か開催

された。本 シ ンポ ジ ウム は一般公 開 され、 当 日、 会場 は一般、

学生等 、多 くの聴衆 で賑 わった。

 まず オー プニ ングセ ソシ ョンで は、 「心が 活 きる教 育 のた め

の 国際的拠点 」拠点 リー ダー子安増 生教授(京 都 大学)か ら本

シ ンポ ジウムの主 旨が説 明され た。 ここでは 「トランスナ シ ョ

ナ ル」 とい うシンポ シウム全 休 のキー ワー ドにつ いて議 論 され

た 。特 に国 と国 との 関係(lnter-natlonal)に 留 ま らな い、 人

と国、組織 と国 な どの様 々な レベ ル間 の関係(trans-national)

を も取 り込 んだ この トラ ンスナ シ ョナ ルな関係 を どの様 に捉 え

て い くべ きか につ いて、本 シンポジ ウムの全体 に関わ る問題提

起か な された。

 その後 の講 演 は第一部、 第二部 に分 けて行わ れた。 第一部 で

は、慶應 義塾 大学文 学部 山本淳一教授 の司会の下 、慶應 義塾大

学 、京都 大学 の両GCOEの プ ロジ ェ ク トに て研 究 を行 う若手

を中心 に発表 が行 われた。 第一発表 者 の慶應 義塾 大学先 導研 究

セ ンター研究 員佐治伸 郎氏 の発表 は 「異 なる語彙化 パ ター ンを

持つ 第二言語 の習得 日本語 及 び韓 国語母 語話者 の中 国語語彙

習得 を事例 として」 と題 し行 われ た。 ここで は 口本語、 韓国語

とい う異 なる母語 を持 つ 中国語学習 者か 中国語語 彙 を学 ぶ際、

どの様 に母語 知識 の干渉 を受け るのか を実 験的 に調査 した成果

が報告 された。続 いて同 じく慶應 義 塾大学 先導研 究セ ンター研

究 員濱 雄亮氏 の発表 は 「新療 法 の輸 入 と土 着化 糖 尿病 医療 に

お ける カーホ カウ ン トを事 例 と して」 と題 し行 われた。 カー ホ

カウ ン ト療法 とは炭 水化物 の量 を調 整 し血糖 値 を コン トロー ル

す る とい う、 糖尿病 にお ける新 しい療法 であ る。 日本 に輸入 さ

れ て ロが浅 い この療 法が、 どの よ うに医療 関係者 及び糖 尿病患

者 に受 容 されてい ったのか に関 して、綿密 な実地 調査 の結果が

報告 され た。 第一部 の最後 に、京都 大学教 育学研 究科博 士課程

の赤 上裕幸氏 による 「越境 す る文化 政策 一満洲 の映画教 育政策

を中心 に一」 と題 された発 表か行 われ た。 ここでは昭和 初期 に

日本本 土 で活 発 となった教 育政策 の一環 として の映画が 、そ の

後満洲 へ と展 開の場 を移 し、更 に戦 後 日本 に帰 って きて新 しい

文化 として定着 してい く過 程が発表 された。特 に ここではあ る

文化 が特定 の時代背 景、 また政策 の影響 の下で社 会の 中で どの

よ うに成熟 され、 またそ れか どの ように変 容 してい くのかか議

論 され た。 第一部 の三つ の発表 は発 表者 それぞ れの専 門の視点

か らの研究発 表で あ りなが らも、心 、社会 、文化 それ ぞれの側

面 におい て国や政府 を介 さない 人間同士 の トラ ンスナ シ ョナ ル

な関係 が ど う形成 されて い くの かを考 える題材 を提供 し、聴衆

との議論 を深 め るこ とが で きた。

 第二部 では、京都 大学大 学院教育 学研究 科杉本 均教授 の司会

進 行の下 、 ます慶應 義塾大 学経済学 部杉浦 章介教 授か ら 「トラ

ンス ナ シ ョナル 化 とパ ワー の変 質」 と題 され た発 表か 行 わ れ

た。 ここでは 国対 国、政府 対政Kjと い う ような従 来の枠 組み で

は捉 える ことので きない よ うな、個 人対 企業 、企業 対国、 また

は個 人対 国 とい った、正 に トランスナ シ ョナル とい うべ き対立

や協 同の事例 か豊富 に紹介 された。 また その ような非対称 な関

係 か成立 す る中で、今 後パ ワー とい う概念 を どの ように取 り扱

って い くべ きか とい う意義深 い問題提 起か な され た。続 く京都

大学 ここ ろの未 来研 究 セ ンター 内 田由紀 子助 教 の発 表 で は、

「幸福 感 と対人 関係 の文化 的基 盤 日米 比較 文化研 究 か らの視

点」 とい う題 で、様 々な文化 圏 におけ る 「幸福 感」 の比較 はい

か に して可能 か とい う発表か 行わ れた。上記 の よ うな トラ ンス

ナ シ ョナル化が 進む社 会 にあって、 どの よ うにして人間 の感情

や想 いを捉 え、 評価 してい くこ とが可 能 か とい う問題意識 は本

シ ンポシ ウムの主 旨全 体 に通 じる もので あ り、会場 で は活 発な

議論が行 わ れた。 この ように、第二 部 におけ る二発 表 は、 世界

の トラ ンスナシ ョナ ル化の 問題 とよ り直接 的 に結 び付い た、非

常 にタイナ ミ ノクな観 点か らの議論 を提供 し、聴衆 の深 い共感

を呼 んだ。

 本 シ ンポ シウムの クn一 ジ ングセ ソシ ョンで は、司会 の杉本

均 教授 が世界 の トラ ンスナ シ ョナ ル化 とい う巨大 な問題 につい

て、 それぞ れの研 究者 がそ れぞれ の研 究分野 にお いて この間題

を どう捉 えるか を考 えてい くことの重 要性 を説い た。本 シ ンポ

ジ ウ ムは、正 に杉 本教 授 の言 葉通 り、様 々な分 野 の研 究者 が

様 々な視 点か ら トラ ンスナ シ ョナ ル化 とい うテー マ を考 え、議

論 し、 多 くの人 々と問題 を共 有す る非 常 に重 要 な機 会 となった

と言 え よう。                (佐治伸 郎)

On January l2,2011, the fbrth Jomt GCOE symposlum of

Kyoto-Keio University was held at Kyoto University The

title of the symposium was"Trans-national Mmd, Human

and Society"Five researchers each of who has different

specialized field reported their latest studies and dtscussed

how they can propose the essence of"traps-nationalization"

from their own viewpoint, psychology, anthropology and

economics The symposium could propose unique and frurt-

ful discussion to ponder over the forthcoming traps-nation-

ahzed world

30


